
 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急事態宣言下での２学期がスタートしています 

 子ども達が学校生活から離れていた夏休みの３６日間をふり返ると、実に様々な社会的な

動きがありました。 

夏休み３日目には、２０２０年東京オリンピック競技大会が開会しました。興味のある種

目や話題になった出来事に目を奪われ、心を動かされた子ども達も多くいたことだと思いま

す。ご家庭では、繰り広げられる熱戦に声援を送ったこともあったかもしれません。そのよ

うな中、８日目の７月２８日には、７月下旬以降の急速な感染拡大を受け、県下にコロナ特

別警報が発動されました。夏休みの中頃には、かつてなかった程の全国的な長雨の影響も受

けました。日本列島には線状降水帯が広範囲にかかり、被害を受けた地域もありました。子

ども達の日常も、天気に恵まれた日の少ない期間中ではなかったかと思います。 

 さらに、コロナ感染症関連では、８月２０日から９月１２日の期間において、福岡県緊急

事態宣言が発令されています。そして、８月２４日から９月５日の期間に東京２０２０パラ

リンピック競技大会が開幕しています。これまでに知らなかった競技種目や競技に取り組む

人たちの姿を目にすることができるかもしれません。 

 さて、始業式は、雨の中での登校でしたが、夏休み中に取り組んだ宿題や作品を手に、嬉

しそうに挨拶を交わしながら正門をくぐる子ども達に出会うことができ、安心しました。２

学期のスタートは、これまで以上の不安や戸惑いの中にありますが、校内を巡回しながら、

一回り大きくなった子ども達の頼もしさや落ち着いて学びに向かう様子に感心しているとこ

ろです。 

短縮授業の措置をとりながら、学校で１日を過ごす日常となってきています。心身ともに

健康を保ちながら秋に向かっていきたいものです。 

 教室では、常時スクールシールドを活用したり、エアコンの空気口に抗菌シートを取り付

けたり、換気窓を設定するカードを掲示し常時換気を徹底したりするなど、工夫を継続しな

がら、子ども達の健康と安全を図っていきます。 

地域の方の優しさに触れながら 

 1 学期終業式の翌日に、下校途中の落とし物

（図書室の本）を「サンクから坂を登った場所に

落ちていました」と書いた紙に包み、学校の通用

門のかごに届けてくださった地域の方がいらっし

ゃいました。本当に嬉しく、このお心遣いを子ど

も達にも伝え、地域の方に大事にされていること

を確認し合い、感謝の気持ちをもちながら過ごす

ことの大切さも伝えていきたいと思います。 
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